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情報システム特講Ｂ

第１回

本日の授業

• 「情報システム特講Ｂ」の進め方と評価

• アクティブラーニングについて

• 演習：グループ編成

• 予習課題「アイスブレイク」
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予習

• 次回以降，毎回必ず予習課題の回答を提出して
ください．

• 回答提出はK's Lifeの小テスト機能を利用します．

• 提出締切は原則として次回授業の前日13時です．

• 回答作成に際しては，講義資料，ネット上のそ
の他の資料，友人のアドバイスなど参照するこ
とができます．

• 回答が提出されていないと，その日の出席は無
効になります．
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授業の進め方（演習）

• 演習内容を説明します．（１５分程度）

• チーム毎に進行係（兼報告担当者）を決めます．

• 今回解決したい問題を相談して決めます．

• 冒頭で説明した手法で問題解決に取り組みます．

• メンバの意見は必ず自身でポストイットに記載
し，グループ共通のシート（A4用紙）に貼り付
けてください．

• 授業時間終了までに進行係は結果のシートを教
員に提示してください．
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レポート

• 進行係は，翌週の授業開始前に，所定のExcel
シートに演習結果をまとめて，教員宛てのメー
ルに添付して送付してください．

• メールの件名は下記の通りです．

レポートＸ，グループＹ

• 添付ファイルの名称は下記の通りです．

rXgY.xlsx
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Xはレポート番号，
Yはグループ番号

です．

到達目標

1.グループで協力して問題解決に取り組みます．

2.状況を分析し，真に解くべき問題を明らかにし
ます．

3.TRIZ手法を活用して様々な解決のアイデアを出
します．

4.レポートの作成・チェックやプレゼンテーショ
ンを適切に実施します．
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評価方法

• 到達目標１～４のそれぞれを25点満点で評価し，
合計を総合評価とします．

• 到達目標１～３は，対応する事前学習ならびに
演習への参加状況で評価します．

• 到達目標４は，事後レポートの提出状況やプレ
ゼンテーションで評価します．
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• 秀（S）：総合評価で90点以上

• 優（A）：総合評価で80点以上，90点未満

• 良（B）：総合評価で70点以上，80点未満

• 可（C）：総合評価で60点以上，70点未満

• ただし，出席回数が３分の２に達しない場合に
は，総合評価に関わらず「不可」とします．
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出席について

• 授業開始前／後の学生証によるICカードリーダ
への登録と，演習報告の提示の両方が必要です．

• 学生証を忘れたなどでICカードリーダで登録で
きなかった場合には，授業開始前に申し出て，
紙の出席カードを提出する必要があります．

• 授業開始後に上記の申し出をした場合には，
「遅刻」扱いとすることがあります．

• 「遅刻」は，出席回数のカウントで，２分の１
回「欠席」として扱います．

• 前日までに予習課題が提出されていない場合に
は「欠席」として扱います．

2018/9/18 Toyohiko Hirota 9

定期試験について

• 定期試験は実施しません．予習，演習，レポー
トならびにプレゼンテーションで総合的に評価
します，

• 講義資料は下記のWebページで公開しており，
ノートに手書きする必要はありません．
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http://www.is.kyusan-u.ac.jp/~hirota
/is18Web/ohp-j.htm

各人の評価

• 予習

– 毎回1点，全14回で計14点となります．

• 演習

– 毎回4点，全14回で計56点となります．

• レポート提出・プレゼンテーション実施

– 必ず2回以上をレポートを提出する必要があります．

– ただし，メンバの内の1人は，レポート1回とプレゼ
ンテーション1回となります．

– レポート提出点は1回当たり15点とします．
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アクティブラーニング
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１．はじめに

• 「大学の教授法３アクティブラーニング」を購
入しました．

• 同書に，2012年8月の中教審答申が「アクティ
ブラーニング」を提言とありました．

• 2017年後期（2017年9月～2018年1月）の途中
11月から導入しました．

• 2018年2月，高校の新指導要領案が公開されま
した．

• 2018年3月1日，参議院予算委員会で，林文科大
臣が「アクティブラーニングを推進」と答弁し
ていました．2018/9/18 Toyohiko Hirota 14

２．背景

• 大学教育の大衆化に伴い，旧来の講義中心の教
育方法ではうまくいかなくなりました．

• 近年の社会の急激な変化によって「知識」はす
ぐに陳腐化します．

• 教育には「変化に対応できる基礎力」の養成が
期待されています．

• アメリカでは1990年代から新たな教育法として
「アクティブラーニング」が注目を集めてきま
した．
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２．背景（続）

• 日本では中央教育審議会が2012年8月に答申
「新たな未来を築くための大学教育の質的転換
に向けて」を出しました．

• 新たな手法として「アクティブラーニング」が
提唱されました．

• 2020年には新たな入学試験がスタートし，「考
える力」が求められるようです．
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３．特徴（１）

• アクティブラーニングの定義

教員による一方向的な講義形式の教育とは異
なり、学修者の能動的な学修への参加を取り
入れた教授・学習法の総称。学修者が能動的
に学修することによって、認知的、倫理的、
社会的能力、教養、知識、経験を含めた汎用
的能力の育成を図る。発見学習、問題解決学
習、体験学習、調査学習等が含まれるが、教
室内でのグループ・ディスカッション、ディ
ベート、グループ・ワーク等も有効なアク
ティブ・ラーニングの方法である。
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３．特徴（２）

• 授業時間外の学習を促します．

– 事前に必要な知識を習得させます．．

– 学生は予習，復習をやる習慣がありません．

• 社会全体で，「大学生はヒマ」だと思われていま
す．

– 大学設置基準では1.5時間の授業に対して3時間の自宅
学習を要求しています．

– 予習を保証する手段は？

• 予習レポートを課しても事前にチェックするのは
困難です．

• 事後にチェックするのであれば，何のための予習
なのでしょうか？
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３．特徴（３）

• ファシリテータの役割

– 教員がファシリテータの役割を果たします．

– 学生の学習を促進します．

– 多人数授業では，グループ毎にメンバの一人をファ
シリテータに指名します．

– グループ全員の学習参加を促します．

– タイムキーパーの役割を果たします．
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３．特徴（４）

• さまざまなアクティブラーニングの手法

– 初回にアイスブレイクを実施します．

– 発問（教育的意図をもって問う行為）を活用します．

– ディスカッションを活用します．

– ライティングを実践させます．
• １枚の紙に１項目だけを書かせます．

• 間違っても消さないでください．

• 自分自身で書いてください．

– 相互に学習してもらいます．
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３．特徴（５）

• フィードバックを実施します．

– 学習のプロセスを可視化します．

• ワークシートを活用します．

– 個人に対して口頭でフィードバックします．

• メールを活用します．

– 代表的なレポートを全員にフィードバックします．

• 代表的なレポートをどういう基準で選択します
か？

• 添削するのか，あるいは解答例を示すのですか？
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予習課題

• 第2回小テスト「アイスブレイク」に回答してく
ださい．

– 回答期間
• 9月18日（火）14:30～9月24日（月）13:00

– 次回のスライド，ネット上の資料，他科目の教材な
どを参照してください．

– 友人と相談してもかまいません．

• 「お絵描きプログラムの開発演習マニュアル」
に目を通しておいてください．
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本日の演習

• 演習チームを編成します．
– ４～５人で１チームを原則とします．

– チーム編成を所定の紙に記載してください．

– チーム編成後，14時20分以降学生証をかざして退室
できます．

• チームに加われない学生は教室に居残ってくだ
さい．
– 受講を取りやめたい場合は，勝手に退室せずに，そ
の旨を申し出てください．
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おわりに

• 次回は「アイスブレイク」を実施します．

• 「アイスブレイク」は，メンバ間の壁（アイ
ス）を溶かし，コミュニケーションが円滑にで
きることを目指します．

• 一般にいろいろな「アイスブレイク」がありま
す．この授業は「情報科学科」で開設されてい
るので，「プログラミング」に関わる「アイス
ブレイク」を実施します．ただし，「プログラ
ミング」あるいは「プログラミング言語」に関
する知識は不要です．
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